
「静岡市障がい者共生のまちづくり計画策定等懇話会」について 

 

１ 目的 

  現「静岡市障がい者共生のまちづくり計画」の推進及び次期計画の策定に当たり、

関係団体等が参加し、団体との意見交換により計画を推進・策定するため、「静岡市障

がい者共生のまちづくり計画策定等懇話会」を設置する。 

  

２ 役割 

（静岡市障がい者共生のまちづくり計画策定等懇話会設置要綱から抜粋） 

  （１）静岡市障がい者共生のまちづくり計画の策定に係るアンケートに関すること。 

（２）静岡市障がい者共生のまちづくり計画の計画素案等に関すること。 

（３）静岡市障がい者共生のまちづくり計画の実施に関すること。 

（４）（１）から（３）までに掲げるもののほか、静岡市障がい者共生のまちづくり計

画の策定に関し、市長が必要と認めること。 

 

３ 具体的な検討内容 

  （１）令和４年度障がい福祉に関する市民アンケート調査の質問項目について 

  （２）親亡き後・8050問題ハンドブックについて【新規】 

  （３）障がい福祉人材の確保について【新規】 

 

４ 策定懇話会の位置づけ 

 

 

素案等 

静岡市障害者施策推進協議会 

素案・計画案 
提示 意見 

【庁外組織】 

（事務局）障害福祉企画課・障害者支援推進課・精神保健福祉課・保健予防課 

意見交換 素案・計画案作成 

庁内調整 

計画策定 

作業部会 

・計画策定に係るアンケートに関すること 

・計画素案等に関すること 

・計画策定・実施に関すること 

静岡市障がい者計画等策定懇話会 

 

【庁内組織】 

の検討 

（全体会・部会） 

 

資料７ 



５ 構成 

  「静岡市障害者協会に加入している団体」「市内障害福祉サービス事業所」「職能団体等関

係団体」を中心に関係団体に広く参加を呼びかけ、参加希望のあった51団体で組織する。 

 

６ 運営手法 

 令和４年度の「アンケート項目の意見聴取」については、全体会で実施する。 

「親亡き後・8050問題ハンドブックについて」、「障がい福祉人材の確保について」は、

部会形式で実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度の静岡市障がい者共生のまちづくり計画素案についての意見聴取について

は、懇話会参加団体の意向を勘案し、計画で定められた１から８までの施策分野ごとの

部会形式で実施する。 

※新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、開催方法は適宜検討する。 

 

 

【施策分野１】 
１ 権利擁護・理解促進 

・障がいへの理解を深める活

動の促進 

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・NPO等による協働

の促進 

・意思疎通・意思決定の支援 

・虐待の防止 

【施策分野２】 【施策分野３】 【施策分野４】 
２ 地域生活支援 

・相談支援体制の充実 

・地域移行を推進するための支援 

・日常生活を支援するためのサー

ビスの充実 

・経済的な支援の充実 

・人材の確保と資質向上 

・将来の生活を考えるための支援 

３ 医療・保健 

・障がいに配慮した地域医

療の提供 

・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ支援の推進 

・医療費助成の実施 

４ 生活環境 

・地域における住居の確

保 

・外出支援の充実 

・まちのユニバーサルデ

ザインの充実 

 

第１部会 第２部会 第３部会 第４部会 

第８部会 

【施策分野８】 
８ 文化活動・市民生活 

・文化、ｽﾎﾟｰﾂ等を通じた社

会参加の推進 

・生涯を通じた多様な学習

文化活動の機会の提供 

・行政におけるアクセシビ

リティの向上 

６ 子ども 

・障がいの早期発見・早期

支援 

・医療的ケアを必要とする

障がい児等の支援 

・学校教育における障がい

児の支援 

第６部会 

【施策分野６】 

第７部会 

７ 雇用・就労 

・就労につなげ、支える支援

の充実 

・障がいの状況や環境の変化

に応じた就労の場の確保 

・福祉的就労における工賃向

上の支援 

【施策分野７】 

【施策分野】 

【全体会】 

意見交換・意見集約 

第１部会 

【親亡き後・8050 ハンドブック】 

 
ハンドブックの内容等について、検討を行う。 

【障がい福祉人材の確保】 

 福祉大学へのアプローチ内容について検討行う。 

学生実習好事例の収集・普及等 

第２部会 

【全体会】 

意見交換・意見集約 

【アンケート項目の

意見聴取】 

第５部会 

【施策分野５】 

５ 安全・安心 

・防犯・防災意識の向上と

備えの推進 

・災害時等における支援体

制の充実 

 

※両方の部会に属することも可能。（ただし、会場の都合によっては、各部会が同日開催となる可能性あり） 

※複数の部会に属することも可能。（ただし、会場の都合によっては、各部会が同日開催となる可能性あり） 


